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第62回東海総合体育大会バスケットボール競技　　会場：浜松アリーナ
【　得点経過　】

女子１回戦 TEAM A

試合日 2015年6月20日 いなべ総合学園
65

浜松開誠館

TEAM A いなべ総合学園 （三重県）
選手名 PTS 3P

審判（主） 小椋冬海
審判（副） 篠田義貴

2P FT F

66
開始時間 11:00 （三重県） （静岡県）

コート コート

廣瀬友梨子 15 3 3 0 1

水谷亜梨沙 - ‐ ‐ ‐ ‐
伊藤恵里花 - ‐ ‐ ‐ ‐

上野咲弥佳 6 0 3 0 4
橋本    椋 22 0 10 2 2

服部  可苗 - ‐ ‐ ‐ ‐
松本  結香 - ‐ ‐ ‐ ‐

平野  ルミ 11 0 5 1 5
蛭川  文香 - ‐ ‐ ‐ ‐

伊藤菜々子 4 0 2 0 1
田中　佑奈 - ‐ ‐ ‐ ‐

中尾  紀香 - ‐ ‐ ‐ ‐
大白  彩未 - ‐ ‐ ‐ ‐

吉田　裕花 - ‐ ‐ ‐ ‐
若原  伊織 7 1 1 2 4

TOTAL 65 4 24 5 17
TEAM/COACH / / / /

TEAM B 浜松開誠館 （静岡県） 【　戦　評　】
選手名 PTS 3P 2P FT F 1P 両チーム、マンツーマンでスタート。いなべ総合④が遠めの3Pを沈めて先制する。開誠館は動きがか固く、ミスから失点する。いなべ総合は④の連続ゴー

ル、⑦、⑧もドライブから得点を重ねる。開誠館は⑪がゴール下で一人気を吐く。いなべ総合は⑦のジャンプシュート、ゴール下での連続得点でペースを掴みか
けるが、開誠館も⑦のドライブや②に3Pで食い下がり、22‐15いなべ総合がリードして１P終了。

小幡美乃理 9 1 1 4 1
平野　未来 2 0 1 0 3
中村　香音 3 1 0 0 1 ２P　開誠館の動きの固さがとれ、⑦の連続得点でペースを掴もうとするが、いなべ総合も⑰、⑦が着実に得点していく。開誠館は残り7分でタイムアウトを取り、

ディフェンスのプレッシャーを強めるが、思うように得点することができない。いなべ総合はその後も⑦がインサイドで力を発揮し、得点を重ねる。⑰がフリース
ローをもらうが確実に決められず波にのれない。開誠館は④、⑤がドライブから連続得点。⑦連続3Pで追い上げ38‐34いなべ総合リードで前半終了。

山口　史乃 27 4 7 1 1
木下　瑞穂 - - - - -
陽本　麻優 9 1 3 0 1 ３P　２P終了の勢いで開誠館が波にのるかと思いきや、いなべ総合は3‐2のゾーンに切り替え、激しいディフェンスでリズムを渡さない。⑦、⑫の連続得点でリー

ドを広げる。しかし、開誠館もオールコートでプレッシャーをかけ挽回を図る。開誠館は⑦、④の3Pで巻き返すが、54‐46いなべ総合がリードして3P終了。栗田　真生 - - - - -
樋口　栞帆 6 0 3 0 2
石田　悠月 10 2 1 2 1 ４P　開誠館は開始3分間、得点が取れない。いなべ総合も⑫が先制してから得点が取れず、どちらもペースが掴めない。開誠館は⑥3Pが徐々にリズムを掴み

はじめ、⑨、⑫の3Pで反撃を開始する。オールコートのディフェンスも効きはじめ、いなべ総合は得点が取れない。残り5分、4分に連続タイムアウトを取るが流れ
を変えることができず、逆転を許す。最後は開誠館⑦の連続ドライブで勝負あり。開誠館が66‐65逆転勝利で終わった。

内山  　茜 - - - - -
吉本　綾 - - - - -

伊藤　美沙希 - - - - -
松本　恵莉 - - - - -
奈須　希咲 - -

TEAM/COACH / / / /

- - -
石津　知巳 - - - - -

選評（文責） 近藤恭章 記入者 新貝有希　夏目紗希（浜松湖北）TOTAL 66 9 16 7 10
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4 - 29
5 - 11
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A 19 - 15
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開始時間 11:00 （岐阜県） （愛知県）
コート コート

第62回東海総合体育大会バスケットボール競技　　会場：浜松アリーナ
【　得点経過　】

女子１回戦 TEAM A

試合日 2015年6月20日 土岐商業
39 70

安城学園

TEAM A 土岐商業 （岐阜県）
選手名 PTS 3P

審判（主） 佐原　佳世
審判（副） 林　大貴

2P FT F
稲妻　彩香 4 0 2 0 4

三好　結菜 3 0 1 1 2
山下　莉乃 13 3 2 0 1

加藤　未来 0 0 0 0 3
増本佳菜子 4 0 2 0 4

楯  　　梓 0 0 0 0 0
酒井　梨凪 0 0 0 0 0

楯　　茉南 5 1 1 0 0
柴田　安里 3 0 1 1 1

林　　芽生 7 1 2 0 1
小栗　早織 0 0 0 0 0

鈴木　彩心 0 0 0 0 0
田口　卯純 0 0 0 0 0

三好まなか 0 0 0 0 0
吉村采和乃 0 0 0 0 0

TOTAL 39 5 11 2 16
TEAM/COACH / / / /

TEAM B 安城学園 （愛知県） 【　戦　評　】
選手名 PTS 3P 2P FT F 岐阜県3位の土岐商業と愛知県2位の安城学園の対戦。両者共にﾏﾝﾂｰﾏﾝでｽﾀｰﾄ。安城学園は、⑧の3Pで先制し、⑭のｺﾞｰﾙ下や⑧の合わせで加点していく。

土岐商業は、5人の動きの中で④や⑤がｼｭｰﾄを打つがなかなか決まらない。7分が経過した所で⑦のｼﾞｬﾝﾌﾟｼｭｰﾄが決まる。その後も積極的にｼｭｰﾄを打つが、
安城学園のﾃﾞｨﾌｪﾝｽの前に得点することができない。一方の安城学園は、⑭がﾄﾞﾗｲﾌﾞやﾘﾊﾞｳﾝﾄﾞで活躍し、4-29で安城ﾘｰﾄﾞで1Pが終了する。

土田帆乃香 2 0 1 0 0
増田　里奈 2 0 1 0 0
磯貝　恭子 4 0 2 0 0 安城学園は⑮のﾎﾟｽﾄﾌﾟﾚｰ、⑭のﾊﾞｽｶﾝで得点する。その後もﾒﾝﾊﾞｰﾁｪﾝｼﾞをしながら優位に立つ。一方の土岐商業は、ﾊﾟ

ｽやﾄﾞﾗｲﾌﾞで崩すが得点に結び付けることができない。反撃の糸口を見つけようと、ﾃﾞｨﾌｪﾝｽで粘り、⑭がｼｭｰﾄを決める。
9-40で安城がﾘｰﾄﾞのまま後半へ。

白井  　望 3 0 1 1 0
中野みなみ 11 3 1 0 0
荻野  　桜 0 0 0 0 1 後半開始、安城学園は、⑩や⑫で着実に点を取っていく。土岐商業は粘りのﾃﾞｨﾌｪﾝｽから相手のﾐｽを誘い、⑥の速攻や

④、⑭などのﾄﾞﾗｲﾌﾞで加点していく。安城学園もﾒﾝﾊﾞｰﾁｪﾝｼﾞをしながら、⑤の合わせや⑩のﾘﾊﾞｳﾝﾄﾞｼｭｰﾄを決め、20-55
安城ﾘｰﾄﾞでで3Ｐが終了する。

出羽　汐穏 6 0 3 0 3
高橋　美帆 2 0 1 0 0
上村菜々美 7 0 3 1 0 4P、土岐商業は、ｵｰﾙｺｰﾄでの激しいﾃﾞｨﾌｪﾝｽから相手のﾐｽを誘い、⑪のﾚｲｱｯﾌﾟや⑫が３Pを決める。安城学園は、攻め

あぐむ時間もあったが高さを生かし、⑩がﾘﾊﾞｳﾝﾄﾞｼｭｰﾄを決め、最後まで相手を寄せ付けず、70-39で安城学園が勝利し
た。一方の土岐商業は最後まで足を止めず粘り強く諦めることはなかった。その姿が好印象であった。

須田　多恵 5 1 1 0 0
岡田真那美 10 0 5 0 0
高橋　華菜 8 0 3 2 1
柿原　千里 4 0 2 0 1
熊谷　季子 4 0

TEAM/COACH / / / /

1 2 2
相澤ひかり 2 0 1 0 0

選評（文責） 石谷優二 記入者 鈴木　斗亜　田邊　裕子TOTAL 70 4 26 6 8
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選評（文責） 杉本　貴央 記入者 山田　留菜　油井　映里香　（浜松湖北高校）TOTAL 37 2 15 1 14

TEAM/COACH / / / /

- - -
大野　弥由 0 0 0 0 0

梅本　和佳 0 0 0 0 0
井深　真帆 0 0 0 0 0
西尾葉な乃 - -

大川真璃乃 16 0 8 0 4 ４Ｐ　４Ｐに入っても流れは変わらない。一矢報いたい岐阜商業は⑪、⑫がｺﾞｰﾙ下、ｼﾞｬﾝﾌﾟｼｭｰﾄと奮起するが、３Ｐで大量
ﾘｰﾄﾞを奪った星城が危なげなく勝利した。４Ｐ星城77-37岐阜商業で終了。和田ひかる 0 0 0 0 0

竹山　未久 - - - - -

森    結愛 0 0 0 0 0 ３Ｐ　後半に入っても星城は手をゆるめない。⑦、⑮、⑯が次々とｼﾞｬﾝﾌﾟｼｭｰﾄを決め、どんどん点差を引き離す。県立岐
阜商業は、ｵｰﾙｺｰﾄﾏﾝﾂｰﾏﾝで激しくﾃﾞｨﾌｪﾝｽをするがかわされ、得点されてしまう。星城は一つ一つのﾌﾟﾚｰでしっかりと
得点し、このﾋﾟﾘｵﾄﾞだけで34得点、大量ﾘｰﾄﾞを奪う。３Ｐ星城66-21岐阜商業で終了。

吉田　晴世 6 0 3 0 1
源　千沙希 4 0 2 0 2

所　　莉子 1 0 0 1 3 ２Ｐ　反撃をしたい県立岐阜商業は、２Ｐ開始⑩の速攻で先制する。しかし、星城の強いﾃﾞｨﾌｪﾝｽの前に得点が止まってし
まう。その間に星城は身長を活かした⑦、⑮、⑯のｺﾞｰﾙ下のﾌﾟﾚｰで着実に得点する。巻き返しを狙う県立岐阜商業はﾀｲ
ﾑｱｳﾄを取るが星城の強いﾃﾞｨﾌｪﾝｽで、ｼｭｰﾄを打たされる形となり、決まらない。２Ｐ星城32-17岐阜商業で終了。

加藤穂乃華 - - - - -
吉田　彩恵 0 0 0 0 0

TEAM B 岐阜商業 （岐阜県） 【　戦　評　】
選手名 PTS 3P 2P FT F １Ｐ 愛知３位星城高校と岐阜２位県立岐阜商業高校の一戦。両ﾁｰﾑﾏﾝﾂｰﾏﾝﾃﾞｨﾌｪﾝｽでｽﾀｰﾄ。両ﾁｰﾑ、ｼｭｰﾄが決まらず

重い立ち上がりとなる。星城は⑦、⑮のﾊｲﾛｰから④の3Pで少しずつ得点していく。対する県立岐阜商業は、ｱｳﾄｻｲﾄﾞ
ｼｭｰﾄを中心に得点するが、なかなか決まらず、じわじわ離され、１Ｐ、星城17-8岐阜商業で終了。

神田さくら 10 2 2 0 3
沼田　果朋 0 0 0 0 1

TOTAL 77 4 27 11 9
TEAM/COACH / / / /

川上明日香 4 0 2 0 1
山本  佳奈 0 0 0 0 0
米納  京香 9 0 4 1 0
倉橋  邑佳 11 1 4 0 0
足道　葵 0 0 0 0 0

前野  花帆 1 0 0 1 0
浦町華菜子 4 0 2 0 2
大嶋  里菜 1 0 0 1 0
浦町優理子 12 1 4 1 2
小川  美月 2 0 1 0 0
大山  揚実 6 0 2 2 0
内藤  美保 10 0 4 2 2
村瀬  文香 4 0 1 2 0
新井  菜月 2 0 1 0 1

2P FT F
澤田  佳奈 11 2 2 1 1

TEAM A 星城 （愛知県）
選手名 PTS 3P

審判（主） 今井　淳二
審判（副） 藤原　綾佳

開始時間 11:00 （愛知県） （岐阜県）
コート コート

第62回東海総合体育大会バスケットボール競技　　会場：浜松アリーナ
【　得点経過　】

女子１回戦 TEAM A

試合日 2015年6月20日 星城
77 37

岐阜商業
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４Ｐ　開始４分駿河はﾉｰｺﾞｰﾙとなる。その間、川越は⑥、⑦のｺﾞｰﾙ下ｼｭｰﾄで加点する。じわじわ点差が縮まるが、駿河は
⑦のｼﾞｬﾝﾌﾟｼｭｰﾄでやり返し、流れを引き戻す。川越⑥がｺﾞｰﾙ下で一人気を吐くも大勢は変わらず。結局、高確率の外角
ｼｭｰﾄとすばやい速攻でｹﾞｰﾑの主導権を握った駿河が84-58で勝利し、２回戦に駒を進めた。

３Ｐ　駿河はﾏﾝﾂｰﾏﾝを継続、川越はﾌﾙｺｰﾄのﾏﾝﾂｰﾏﾝにﾁｪﾝｼﾞする。お互いに流れを譲らない展開で、駿河は⑪のｺﾞｰﾙ
下、④のﾚｲｱｯﾌﾟｼｭｰﾄで加点し、川越は⑥のﾊﾞｽｹｯﾄｶｳﾝﾄ、⑦のｼﾞｬﾝﾌﾟｼｭｰﾄで加点していく。このﾋﾟﾘｵﾄﾞは同点となるが、
３Ｐは駿河67-44川越で終了する。

２Ｐ　川越は３－２ﾏｯﾁｱｯﾌﾟｿﾞｰﾝに切り替える。しかし、駿河は④の3P、⑥のｼﾞｬﾝﾌﾟｼｭｰﾄを小気味よく決め、ｿﾞｰﾝ攻略す
る。駿河の速攻が決まり、20点差がついたところで、川越はﾀｲﾑｱｳﾄ。その後、川越は２－２－１のﾌﾟﾚｽﾃﾞｨﾌｪﾝｽを仕掛け
る。川越⑦のｺﾞｰﾙ下ｼｭｰﾄなどで加点し、駿河の流れが止まるかと思われたが、駿河④、⑧の加点によって落ち着きを取
り戻す。２Ｐは駿河47-24川越で終了。

開始時間 11:00 （静岡県） （三重県）
コート コート

TEAM A 駿河総合 （静岡県）
選手名 PTS 3P

審判（主） 堀井瑞希
審判（副） 加藤文

2P FT F

第62回東海総合体育大会バスケットボール競技　　会場：浜松アリーナ
【　得点経過　】

女子１回戦 TEAM A

試合日 2015年6月20日 駿河総合
84 58

川越

浜辺  詞織 25 3 6 4 3

池ヶ谷優香 6 0 3 0 3
瀧本菜々子 11 1 4 0 1

西村  茉優 13 2 3 1 3
大串  梨沙 12 0 6 0 4

曲渕  栞菜 - - - - -

長島アンソニー真弥 0 0 0 0 0

田中    凛 0 0 0 0 0
加藤    陽 14 0 7 0 4

山梨  空良 - - - - -
中林野笑瑠 - - - - -

小山内パメラウーゴ 0 0 0 0 0
杉山    遼 3 1 0 0 1

田島由莉菜 - - - - -
西尾  優香 - - - - -

TOTAL 84 7 29 5 19
TEAM/COACH / / / /

TEAM B 川越 （三重県） 【　戦　評　】
選手名 PTS 3P 2P FT F １P　静岡県２位の駿河総合と三重３位の川越が対戦する１回戦。両ﾁｰﾑ共にﾏﾝﾂｰﾏﾝでｽﾀｰﾄ。駿河⑨がﾚｲｱｯﾌﾟを決め

ると、川越⑥がﾄﾞﾗｲﾌﾞからの得点でやり返す。川越は⑥の力強いｺﾞｰﾙ下のﾌﾟﾚｲで加点していくが、駿河は④、⑤、⑧が
ｼﾞｬﾝﾌﾟｼｭｰﾄを高確率で決めて、点差を広げていく。１P、駿河25-12川越で終了。

高田　紗也 0 0 0 0 0
内田　　結 2 0 0 2 0
水谷　優月 25 0 9 7 2
生川　亜矢 17 1 6 2 2
森　菜々子 4 0 2 0 2
伊藤　遥香 10 1 3 1 2
御園生侑里 0 0 0 0 0
川杉　実音 - - - - -
樋口　夏子 0 0 0 0 2
鈴木沙弥子 0 0 0 0 2
戸波　明音 - - - - -
村中　　蒼 - - - - -
林　　莉央 - - - - -
高野ひかり - -

TEAM/COACH / / / /

- - -
山本　杏実 - - - - -

選評（文責） 安田大佑 記入者 夏目李胡　外山結賀　(浜松湖北高校)TOTAL 58 2 20 12 12
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開始時間 14:20 （静岡県） （愛知県）
コート コート

第62回東海総合体育大会バスケットボール競技　　会場：浜松アリーナ
【　得点経過　】

女子２回戦 TEAM A

試合日 2015年6月20日 常葉学園
59 66

安城学園

TEAM A 常葉学園 （静岡県）
選手名 PTS 3P

審判（主） 大豆村　斉
審判（副） 山本　雄大

2P FT F
篠宮　杏奈 19 1 7 2 0

河合　夏海 12 0 6 0 4
見﨑　南美 13 1 5 0 4

大瀧　菜月 - - - - -
柴    美佑 0 0 0 0 0

奥之山佳歩 - - - - -
小泉　友里 - - - - -

髙橋　夏瑠 11 2 1 3 3
伊東ひかる - - - - -

造酒　祐香 - - - - -
伊東かおる 4 0 2 0 3

飯田　蒼未 - - - - -
野本　陽香 - - - - -

山下　あい - - - - -
渡邉　侑季 - - - - -

TOTAL 59 4 21 5 14
TEAM/COACH / / / /

TEAM B 安城学園 （愛知県） 【　戦　評　】
選手名 PTS 3P 2P FT F １Ｐ.静岡県1位の常葉学園と愛知2位の安城学園の一戦。1Ｐ常葉学園、得点後2-2-1～ﾏﾝﾂｰﾏﾝﾃﾞｨﾌｪﾝｽ、安城学園ﾊｰﾌ

ｺｰﾄﾏﾝﾂｰﾏﾝﾃﾞｨﾌｪﾝｽでｽﾀｰﾄ。序盤、常葉⑥、④のｼﾞｬﾝﾌﾟｼｭｰﾄ。安城⑭、④のｺﾞｰﾙ下でのｼｭｰﾄで得点を重ねる。常葉は
安城の高さに、安城はﾎﾞｰﾙ運びに苦しむが、互いに主導権を渡さず19-19同点で終了。

土田帆乃香 7 0 3 1 1
増田　里奈 - - - - -
磯貝　恭子 0 0 0 0 0 2P安城ﾃﾞｨﾌｪﾝｽを2-1-2からﾏｯﾁｱｯﾌﾟｿﾞｰﾝに変化する。常葉は堅実な守りからﾌｧｰｽﾄﾌﾞﾚｲｸや④のｼﾞｬﾝﾌﾟｼｭｰﾄでﾘｰﾄﾞを

広げ、ﾘｽﾞﾑをつかむ。一方、常葉のﾃﾞｨﾌｪﾝｽに決め手を欠いた安城だが、⑧の3Pをきっかけにﾘｽﾞﾑが戻り、勢いが増す。
⑭、⑮のｺﾞｰﾙ下で確実に得点していき、終了間際、逆転。結果、32-34安城2点ﾘｰﾄﾞで終了。

白井  　望 - - - - -
中野みなみ 17 3 4 0 2
荻野  　桜 - - - - - 両ﾁｰﾑ2Pと同様のﾃﾞｨﾌｪﾝｽでｽﾀｰﾄ。はじめにﾘｽﾞﾑをつかんだのは安城であった。⑬、⑭と高さを生かしたｺﾞｰﾙ下でﾘｰﾄﾞ

を広げる。一方、ｼｭｰﾄがﾘﾝｸﾞに嫌われ、苦しい常葉であったが、激しいﾃﾞｨﾌｪﾝｽから速攻で粘りを見せる。終了直前に
も、⑤のﾄﾞﾗｲﾌﾞで加点した常葉が、1点差にﾘｰﾄﾞを縮め、終了。

出羽　汐穏 - - - - -
高橋　美帆 - - - - -

- - - -
須田　多恵 13 3 2 0 1
岡田真那美 17 0 7 3 1

両ﾁｰﾑ同様のﾃﾞｨﾌｪﾝｽでｽﾀｰﾄ。安城開始から3本の連続3Pでﾘｰﾄﾞを10点に広げる。一方、安城の高さのあるｿﾞｰﾝに攻め
あぐむ。常葉は、開始から4分間ﾉｰｺﾞｰﾙ。⑤のﾄﾞﾗｲﾌﾞで得点するが単発に終わり、得点が伸びない。その間安城は⑧の
3P、⑭、⑮のｺﾞｰﾙ下で効果的に得点しﾘｰﾄﾞを広げる。終了間際、粘りを見せた常葉であったが、4Pでﾘｰﾄﾞを広げ、安定し
た戦いを見せた安城が66-59で勝利。高橋　華菜 12 0 6 0 2

柿原　千里 - - - - -
熊谷　季子 - -

上村菜々美 -

TEAM/COACH / / / /

- - -
相澤ひかり - - - - -

選評（文責） 小野田　宏親 記入者 梅下　早絵　増田　理沙（袋井商業高校）TOTAL 66 6 22 4 7
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選評（文責） 安田大佑 記入者 夏目紗希　清水璃子(浜松湖北)TOTAL 77 7 25 6 15

TEAM/COACH / / / /

0 0 0
玉置  愛理 4 0 2 0 1

垣内  理菜 0 0 0 0 1
小野  祐紀 0 0 0 0 1
渡邊  晴名 0 0

古澤　涼風 2 0 1 0 0 4P　開始直後、開誠館④がｯｼﾞｬﾝﾌﾟｼｭｰﾄ、連続3Pと反撃に出る。すかさず、岐阜女子⑤の連続3P、⑧のｺﾞｰﾙ下ｼｭｰﾄで再び突き放す。岐阜女子のﾘｰﾄﾞが25点に
なったところで、開誠館は3回目のﾀｲﾑｱｳﾄを取るが、激しいﾌﾟﾚｯｼｬｰに攻め手をかき、4分間ﾉｰｺﾞｰﾙと苦しい展開になる。その後も岐阜女子はｲﾝｻｲﾄﾞを支配し、
じわじわ点差を広げ、結局、開誠館46‐77岐阜女子となり、岐阜女子が準決勝へ進んだ。

石井  香帆 0 0 0 0 1
齋藤  加奈 3 1 0 0 0

藤田  　歩 7 1 2 0 3 3P　開誠館はﾌﾟﾚｽﾃﾞｨﾌｪﾝｽを継続する。岐阜女子はｵﾌｪﾝｽﾘﾊﾞｳﾝﾄﾞを奪い、ｺﾞｰﾙ下ｼｭｰﾄで⑦、⑧が加点する。開誠館は⑦が1on1からｼｭｰﾄを沈め、一矢報いる
が、岐阜女子は落ち着いたﾊﾟｽ回しから確実に得点して点差を広げる。3Pは開誠館30‐50岐阜女子となる。大橋  瑠菜 0 0 0 0 3

大橋  璃菜 0 0 0 0 1

田中  陽子 - - - - - 2P　開誠館はﾏﾝﾂｰﾏﾝにﾁｪﾝｼﾞして、しかける。開誠館の攻撃は相手の高さに阻まれ、シュートを決めきれない。岐阜女子も激しいﾌﾟﾚｯｼｬｰをかけられて、ﾀｰﾝｵｰ
ﾊﾞｰになる。緊張感のある一進一退の攻防が続き、ﾛｰｽｺｱｹﾞｰﾑが予想される。ﾀｲﾑｱｳﾄを取った直後、岐阜女子⑤が3P、ﾊﾞｽｹｯﾄｶｳﾝﾄと連続得点し、一気に10
点差とする。2Pは開誠館20‐30岐阜女子で終了する。

ディヤイ ファトー 16 0 8 0 3
バイ クンバ ディヤサン 14 0 6 2 1

TEAM B 岐阜女子 （岐阜県）
選手名 PTS 3P 2P FT F 1P 1回戦を勝ち上がった静岡県3位の浜松開誠館と、岐阜県1位の岐阜女子が対戦する2回戦。両ﾁｰﾑ共にﾏﾝﾂｰﾏﾝでｽﾀｰﾄする。開誠館⑦が速攻からｼﾞｬﾝﾌﾟ

ｼｭｰﾄを決め、先制する。岐阜女子はｲﾝｻｲﾄﾞにﾎﾞｰﾙを集めようとするが、ﾊﾟｽﾐｽとなる。開誠館はｶｯﾄｲﾝから⑤がﾐﾄﾞﾙｼｭｰﾄを的確に決めると、岐阜女子は④がﾊﾞ
ｽｹｯﾄｶｳﾝﾄ、⑦がｺﾞｰﾙ下でたてつづけに得点する。お互いに1歩も譲らず1Pは開誠館15‐15岐阜女子の同点で終了する。

村瀬  久美 11 0 5 1 0
伊藤  里奈 20 5 1 3 0

TOTAL 46 5 12 7 13
TEAM/COACH / / / /

石津　知巳 - - - - -
奈須　希咲 - - - - -
松本　恵莉 - - - - -

伊藤　美沙希 - - - - -
吉本　綾 - - - - -
内山  　茜 - - - - -
石田　悠月 1 0 0 1 1
樋口　栞帆 0 0 0 0 1
栗田　真生 - - - - -
陽本　麻優 7 0 2 3 2
木下　瑞穂 - - - - -
山口　史乃 14 2 3 2 3
中村　香音 5 1 1 0 1
平野　未来 5 0 2 1 2

2P FT F
小幡美乃理 14 2 4 0 3

TEAM A 浜松開誠館 （静岡県）
選手名 PTS 3P

審判（主） 宇田津浩之
審判（副） 幡野悦子

開始時間 14:20 （静岡県） （岐阜県）
コート コート

第62回東海総合体育大会バスケットボール競技　　会場：浜松アリーナ
【　得点経過　】

女子２回戦 TEAM A

試合日 2015年6月20日 浜松開誠館
46 77
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選評（文責） 窪田　智弘 記入者 田邊　裕子　鈴木　斗亜（袋井商業高校）TOTAL 55 2 21 7 21

3
米納  京香 9 0 3 3 2

TEAM/COACH / / / /

- - -
川上明日香 - - - - -
山本  佳奈 -

　残り10分４P.、四日市商業の④を中心にｹﾞｰﾑを作るのに対して星城はｵｰﾙｺｰﾄのﾃﾞｨﾌｪﾝｽでﾌﾟﾚｯｼｬｰをかけるが、思うようにﾏｲﾎﾞｰﾙに
出来ない。星城は⑯のｲﾝｻｲﾄﾞで粘りをみせるが、四日市商業の④のｽﾋﾟｰﾄﾞとｺﾝﾄﾛｰﾙでしっかりｹﾞｰﾑをまとめる。さらにｲﾝｻｲﾄﾞでﾘｽﾞﾑを
作りたい星城に対してﾍﾟｲﾝﾄｴﾘｱをしっかり守った、四日市商業⑥のﾃﾞｨﾌｪﾝｽはｹﾞｰﾑのﾎﾟｲﾝﾄの一つであった。始終主導権を守った四日市
商業が72-55で勝利。両ﾁｰﾑ共に、40分間の戦いは、心を熱くするものがあった。

浦町華菜子 - - - - -
前野  花帆 0 0 0 0 2
足道　葵 - - - - -

倉橋  邑佳 6 1 1 1

小川  美月 0 0 0 0 -
　３P、ｽﾀｰﾄ星城の⑯のﾊﾞｽｹｯﾄｶｳﾝﾄ、ｵｰﾙｺｰﾄのﾋﾟｯｸｱｯﾌﾟや激しいﾃﾞｨﾌｪﾝｽでﾘｽﾞﾑを掴むが思うようにｹﾞｰﾑを運ぶことが出来ない。四日
市商業は出だし苦しむが⑪を中心に得点を重ねｹﾞｰﾑの主導権を譲らない。58-43で四日市商業のﾘｰﾄﾞ。

浦町優理子 - - - - -
大嶋  里菜 7 0 3 1 1

村瀬  文香 9 0 4 1 5 　２P、四日市⑥を中心にｹﾞｰﾑが動く。⑥の３P、ﾐﾄﾞﾙｼｭｰﾄでﾘｽﾞﾑを作り、④ﾄﾞﾗｲﾌﾞ⑪の３Pなど、５分経過時点で13点のﾘｰﾄﾞをつける。星
城は⑦ｲﾝｻｲﾄﾞで得点を重ねようとするが、思うように得点が伸びない。星城はﾒﾝﾊﾞｰﾁｪﾝｼﾞやあたりの強いﾃﾞｨﾌｪﾝｽでﾌﾟﾚｯｼｬｰを掛ける。
四日市商業は落ち着いてﾊﾟｽ回しからﾄﾞﾗｲﾌﾞ、ﾄﾞﾗｲﾌﾞからｱｳﾄｻｲﾄﾞとｵﾌｪﾝｽのﾘｽﾞﾑを崩さず40-27で四日市商業ﾘｰﾄﾞで前半終了。

内藤  美保 11 0 5 1 2
大山  揚実 - - - - -

TEAM B 星城 （愛知県） 【　戦　評　】
選手名 PTS 3P 2P FT F

　両ﾁｰﾑﾏﾝﾂｰﾏﾝでｽﾀｰﾄ。四日市商業④のﾄﾞﾗｲﾌﾞを中心にﾘｽﾞﾑを作り、得点を重ねる。一方星城は④のｱｳﾄｻｲﾄﾞ、⑦のｲﾝｻｲﾄﾞを中心に
ｹﾞｰﾑをｺﾝﾄﾛｰﾙし18-14で四日市商業ﾘｰﾄﾞで１P終了。

澤田  佳奈 9 1 3 0 3
新井  菜月 4 0 2 0 3

TOTAL 72 3 24 15 12
TEAM/COACH / / / /

御宿世理香 - - - - -
浅生　咲香 - - - - -
坂　実祐那 - - - - -
境    奏穂 - - - - -
奥山　瑞生 0 0 0 0 0
廣田    愛 - - - - -
岡田　朋子 - - - - -
北川　愛理 23 0 9 5 3
中川　実優 - - - - -
水嶋　彩乃 0 0 0 0 1
山川　波乙 - - - - -
大谷　玲奈 0 0 0 0 2
辻本　晴香 16 0 7 2 1
高田　未来 8 2 0 2 1

2P FT F
平末明日香 25 1 8 6 4

TEAM A 四日市商業 （三重県）
選手名 PTS 3P

審判（主） 角平　和優
審判（副） 渡辺　茜

開始時間 14:20 （三重県） （愛知県）
コート コート

第62回東海総合体育大会バスケットボール競技　　会場：浜松アリーナ
【　得点経過　】

女子２回戦 TEAM A

試合日 2015年6月20日 四日市商業
72 55
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開始時間 14:20 （静岡県） （愛知県）
コート コート

第62回東海総合体育大会バスケットボール競技　　会場：浜松アリーナ
【　得点経過　】

女子２回戦 TEAM A

試合日 2015年6月20日 駿河総合
40 99

桜花学園

TEAM A 駿河総合 （静岡県）
選手名 PTS 3P

審判（主） 大江裕之
審判（副） 神山安奈

瀧本菜々子 2 0 1 0 0

2P FT F
浜辺  詞織 13 1 4 2 2

大串  梨沙 2 0 1 0 2
池ヶ谷優香 2 0 1 0 3

長島アンソニー真弥 4 0 2 0 3
西村  茉優 9 1 3 0 1

加藤    陽 4 0 2 0 2
曲渕  栞菜 - - - - -

中林野笑瑠 - - - - -
田中    凛 4 0 2 0 3

杉山    遼 - - - - -
山梨  空良 - - - - -

西尾  優香 - - - - -
小山内パメラウーゴ 0 0 0 0 0

TEAM/COACH / / / /
田島由莉菜 - - - - -

3 0 1 1 1

TOTAL 40 2 16 2 16

馬瓜 ステファニー 29 0 12 5 1

１Ｐ　愛知1位の桜花学園対静岡２位の駿河総合との一戦。両ﾁｰﾑともﾊｰﾌｺｰﾄﾏﾝﾂｰﾏﾝでｽﾀｰﾄ。桜花は④のﾚｲｱｯﾌﾟ、⑧
のｺﾞｰﾙ下で先制するも、駿河もすかさず⑥が入れ返す。その後、桜花は⑧と⑪のｲﾝｻｲﾄﾞを中心に得点を重ねるが、駿河
はなかなか攻め込むことができない。残り４分、駿河は⑨のｶｯﾄｲﾝや④のｼﾞｬﾝﾌﾟｼｭｰﾄなどで連続得点を奪うも、最後は桜
花④のﾌﾞｻﾞｰﾋﾞｰﾀｰの3Pで一気に引き離し、29－9の桜花ﾘｰﾄﾞで１Ｐが終了する。

TEAM B 桜花学園 （愛知県） 【　戦　評　】
選手名 PTS 3P 2P FT F

遠藤　  桐 16 2 4 2 1
矢田　真悠
内山　未悠 2 0 1 0 0
藤本　愛妃 8 0 4 0 1

齋藤　彩実 0 0 0 0 0 ２Ｐ　追い上げを図りたい駿河は、序盤に3Pを決め、ﾃﾞｨﾌｪﾝｽのﾌﾟﾚｯｼｬｰを強める。両ﾁｰﾑともﾐｽが目立ち、一進一退の
展開となる。駿河は⑦の1on1などで積極的にｺﾞｰﾙ下に攻め込むも桜花の高さに阻まれ得点を奪えない。桜花は⑪の高
さを生かしたﾌﾟﾚｲなどで得点を重ね45-18で前半を終える。

佐藤　由希 0 0 0 0 0
粟津　雪乃 14 0 6 2 2
川口　友香 0 0 0 0 0 ３Ｐ　両ﾁｰﾑともﾏﾝﾂｰﾏﾝでｽﾀｰﾄ。桜花は④の連続3Pや⑧と⑪のﾊｲﾛｰﾌﾟﾚｲなど、ﾘｽﾞﾑ良く攻撃を展開する。一方駿河は

桜花のﾌﾟﾚｯｼｬｰﾃﾞｨﾌｪﾝｽを攻めあぐね、攻撃の糸口が見つからない。残り4分、桜花がﾒﾝﾊﾞｰを替え、ﾘｽﾞﾑを崩したところ
から、駿河は早い展開で攻撃を仕掛け、追い上げを図ろうとするも、76-28で３Ｐ終了。

佐古　瑠美 3 1 0 0 0
平野　実月 2 0 1 0 2
赤木　里帆 4 0 2 0 2 ４Ｐ　駿河は高い位置からﾃﾞｨﾌｪﾝｽを仕掛け巻き返しを図るも、桜花も⑯のｺﾞｰﾙ下など得点を重ね反撃をゆるさない。終

盤食い下がる駿河を99-40で圧勝した桜花が準決勝へ駒を進めた。梅沢　樹奈 12 0 5 2 0
山本　麻衣 6 2

TEAM/COACH / / / /

0 0 0
コナテ カディジャ 0 0 0 0 0

選評（文責） 伊藤忠 記入者 夏目李胡　外山結賀　（浜松湖北）TOTAL 99 5 36 12 10
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7 - 23
7 - 9
17 - 20

Ａ 15 - 20
OT

No S
4 *
5
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8 *
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4 *
5 *
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9 *
10 *
11
12
13
14
15
16
17
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開始時間 10:00 （愛知県） （岐阜県）
コート コート

第62回東海総合体育大会バスケットボール競技　　会場：浜松アリーナ
【　得点経過　】

女子準決勝 TEAM A

試合日 2015年6月21日 安城学園
46 72

岐阜女子

TEAM A 安城学園 （愛知県）
選手名 PTS 3P

審判（主） 関　博樹
審判（副） 本多　芳隆

大江　裕之

2P FT F
土田帆乃香 10 0 5 0 0

磯貝　恭子 - - - - -
増田　里奈 - - - - -

中野みなみ 11 3 1 0 0
白井  　望 0 0 0 0 0

出羽　汐穏 0 0 0 0 0
荻野  　桜 0 0 0 0 0

上村菜々美 2 0 1 0 0
高橋　美帆 - - - - -

岡田真那美 2 0 1 0 0

須田　多恵 16 4 2 0 1

柿原　千里 0 0 0 0 0
高橋　華菜 5 1 1 0 4

相澤ひかり 0 0 0 0 0
熊谷　季子 - - - - -

TOTAL 46 8 11 0 5
TEAM/COACH / / / /

TEAM B 岐阜女子 （岐阜県） 【　戦　評　】
選手名 PTS 3P 2P FT F 岐阜女子⑩のｶｯﾄｲﾝで先制。その後も④、⑨の連続3Pや⑩のｶｯﾄｲﾝなどで着実に得点を重ねる。安城学院は⑧ｼﾞｬﾝﾌﾟ

ｼｭｰﾄ、⑬3Pで対抗するが、岐阜女子の厳しいﾃﾞｨﾌｪﾝｽに約4分間得点を取ることができない。岐阜女子は⑤、④、⑩など
の多彩な攻撃と⑦の高さでﾘｰﾄﾞを広げ、23-7で1P終了。

村瀬  久美 10 2 2 0 0
伊藤  里奈 12 4 0 0 0
田中  陽子 - - - - - 岐阜女子はﾃﾞｨﾌｪﾝｽの手を緩めず、厳しいﾃﾞｨﾌｪﾝｽで安城学園に得点を許さない。2P開始約5分間安城学院は得点が取

れない。岐阜女子も2Pは波に乗れず、なかなか得点が取れず、こう着状態が続く。安城学院も⑬3Pや④ｺﾞｰﾙ下で一矢
報いるが、32－14で岐阜女子ﾘｰﾄﾞで前半終了。

ディヤイ ファトー 10 0 4 2 0
バイ クンバ ディヤサン 8 0 4 0 0

藤田  　歩 11 1 4 0 0 安城学院は後半に入り徐々に本来の力を発揮し始め、⑬ｺﾞｰﾙ下、④ｼﾞｬﾝﾌﾟｼｭｰﾄで反撃を始める。岐阜女子は⑦、⑤、
⑩の多彩な攻め、⑨の連続ｽﾁｰﾙからの得点などでﾘｰﾄﾞを広げる。しかし、安城学院は⑬、⑧、⑤の3連続3Pで食い下が
り、52－31岐阜女子ﾘｰﾄﾞで前半終了。

大橋  瑠菜 9 0 4 1 0
大橋  璃菜 0 0 0 0 3
古澤　涼風 0 0 0 0 0 岐阜女子はｽﾀﾒﾝ5人を入れ替えても攻撃の手を緩めず、⑱ｶｯﾄｲﾝ、⑧の高さを生かした攻撃で、安城学院を突き放す。

安城学院は、追い上げを図りたいが開始3分間得点できない。それでも⑮、⑫、⑧などが得点するが、差を縮めることが
できない。終始岐阜女子ﾍﾟｰｽでｹﾞｰﾑ終了。72-46岐阜女子が貫録を見せつけ決勝へ駒を進めた。

石井  香帆 2 0 1 0 0
齋藤  加奈 0 0 0 0 0
垣内  理菜 4 0 2 0 2
小野  祐紀 0 0 0 0 0
渡邊  晴名 2 0

TEAM/COACH / / / /

1 0 0
玉置  愛理 4 0 2 0 0

選評（文責） 近藤　恭章 記入者 倉嶋　那緒　梅下　早絵　（袋井商業高校）TOTAL 72 7 24 3 5
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9 - 23
6 - 16
11 - 17

Ｂ 17 - 24
OT

No S
4 *
5 *
6 *
7 *
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開始時間 10:00 （三重県） （愛知県）
コート コート

第62回東海総合体育大会バスケットボール競技　　会場：浜松アリーナ
【　得点経過　】

女子準決勝 TEAM A

試合日 2015年6月21日 県立四日市商業
43 80

桜花学園

TEAM A 県立四日市商業 （三重県）
選手名 PTS 3P

審判（主） 松野　瑞穂
審判（副） 東　雅弘

中根　俊彦

2P FT F
平末明日香 13 1 4 2 3

辻本　晴香 14 0 5 4 1
高田　未来 2 0 1 0 3

山川　波乙 0 0 0 0 1
大谷　玲奈 0 0 0 0 0

中川　実優 2 0 1 0 0
水嶋　彩乃 2 0 1 0 1

岡田　朋子 - - - - -
北川　愛理 8 0 3 2 2

奥山　瑞生 1 0 0 1 1
廣田    愛 0 0 0 0 0

坂　実祐那 - - - - -
境    奏穂 1 0 0 1 0

御宿世理香 0 0 0 0 0
浅生　咲香 - - - - -

TOTAL 43 1 15 10 12
TEAM/COACH / / / /

TEAM B 桜花学園 （愛知県） 【　戦　評　】
選手名 PTS 3P 2P FT F 1P 三重県１位の県立四日市商業と愛知県１位の桜花学園の一戦。両ﾁｰﾑﾊｰﾌｺｰﾄﾏﾝﾂｰﾏﾝﾃﾞｨﾌｪﾝｽからｽﾀｰﾄ。四日市

商業は、④を中心にｹﾞｰﾑを組み立てようとするが、開始４分半の得点なし。一方桜花はﾁｰﾑﾃﾞｨﾌｪﾝｽからのﾌﾞﾚｲｸ、また
中、外からﾊﾞﾗﾝｽ良く得点を重ね、１Pを9-23と優位に立つ。

遠藤　  桐 15 4 1 1 2
矢田　真悠 7 1 2 0 1
内山　未悠 4 0 2 0 0
藤本　愛妃 7 0 3 1 1

馬瓜 ステファニー 15 0 7 1 0
２P　点差を詰めたい四日市商業は、ﾊﾟｽでの展開を早くし、ｼｮｯﾄを多く打つが、ｺﾞｰﾙに嫌われ、６分間得点なし。対する
桜花も四日市商業の粘り強いﾃﾞｨﾌｪﾝｽにより思うように得点することが出来ない。ｹﾞｰﾑが動き始めたのは残り２分から。
四日市商業四日市商業④を起点とする攻撃により得点を入れる。桜花も⑧の高さを生かしたﾌﾟﾚｰでﾘｽﾞﾑを作り始める
が、四日市商業のﾃﾞｨﾌｪﾝｽにより波をつかみきれず前半を15-39で終える。

齋藤　彩実 - - - - -
佐藤　由希 - - - - -
粟津　雪乃 11 0 4 3 3
川口　友香 - - - - - 3P　挽回を図る四日市商業は④、⑥、⑪を中心に１対１を攻め得点狙う。しかし、ﾊﾟｽﾐｽが多発し、桜花にﾁｬﾝｽを与えてし

まう。３P６分経過時点で桜花は全ﾒﾝﾊﾞｰを交替。ここで一矢報いたい四日市商業は、④、⑪のﾄﾞﾗｲﾌﾞを中心に桜花のﾃﾞｨ
ﾌｪﾝｽを突破しﾌｧｰﾙを誘うことに成功するが、得点には結びつかず３Pを26-56で終える。

佐古　瑠美 - - - - -
平野　実月 4 0 2 0 2
赤木　里帆 10 0 5 0 2 ４P　四日市商業は④、⑥のﾄﾞﾗｲﾌﾞにより得点を重ねるが、桜花のﾊｲﾛｰによる応戦で３分間均衡状態が続く。残り６分、

四日市商業④がケガで交替すると、流れは桜花に。残り４分から四日市商業はｵｰﾙｺｰﾄﾏﾝﾂｰﾏﾝﾌﾟﾚｽで最後まで全力で
戦う姿勢を持ち続けたが、43-80で順当に桜花が決勝に駒を進めた。

梅沢　樹奈 7 0 3 1 4
山本　麻衣 0 0

TEAM/COACH / / / /

0 0 1
コナテ カディジャ 0 0 0 0 3

選評（文責） 松浦　隆裕 記入者 外山　結賀　大橋　美月（浜松湖北）TOTAL 80 5 29 7 19
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開始時間 13:20 （愛知県） （三重県）
コート コート

第62回東海総合体育大会バスケットボール競技　　会場：浜松アリーナ
【　得点経過　】

女子3位決定戦 TEAM A

試合日 2015年6月21日 安城学園
65 72

県立四日市商業

TEAM A 安城学園 （愛知県）
選手名 PTS 3P

審判（主） 佐原　佳世
審判（副） 加藤　文

2P FT F
土田帆乃香 24 0 11 2 4

磯貝　恭子 - - - - -
増田　里奈 - - - - -

中野みなみ 9 3 0 0 3
白井  　望 - - - - -

出羽　汐穏 0 0 0 0 0
荻野  　桜 5 1 1 0 3

上村菜々美 0 0 0 0 1
高橋　美帆 - - - - -

岡田真那美 0 0 0 0 2
須田　多恵 13 3 2 0 3

柿原　千里 - - - - -
高橋　華菜 14 0 5 4 3

相澤ひかり - - - - -
熊谷　季子 - - - - -

TOTAL 65 7 19 6 19
TEAM/COACH / / / /

TEAM B 県立四日市商業 （三重県） 【　戦　評　】
選手名 PTS 3P 2P FT F 1P　両ﾁｰﾑともに、ｵｰﾙｺｰﾄﾏﾝﾂｰﾏﾝでｽﾀｰﾄ。四日市商業は⑥のﾐﾄﾞﾙで先制し、その後もｶｯﾃｨﾝｸﾞやｽｸﾘｰﾝを有効に使い

得点する。一方の安城学園も④の１対１を中心に応戦し18-13四日市商業ﾘｰﾄﾞで1P終了。平末明日香 21 0 7 7 2
高田　未来 10 2 2 0 1
辻本　晴香 19 1 8 0 3 2P　四日市商業は安城学園の厳しいﾃﾞｨﾌｪﾝｽの前に4分間無得点。その間に安城学園は④、⑮のｺﾞｰﾙ下からの得点で

逆転する。その後は互いの厳しいﾃﾞｨﾌｪﾝｽの前に点が伸びず、25-24安城学園ﾘｰﾄﾞで2P終了。大谷　玲奈 2 0 1 0 1
山川　波乙 - - - - -
水嶋　彩乃 0 0 0 0 1

3P　序盤、安城学園は⑨、⑬の連続3Pでﾘｰﾄﾞを広げる。その後も⑧の3Pや④、⑮の1対1で得点を重ねた。得点が伸びな
い四日市商業であったが、⑥のﾐﾄﾞﾙｼｭｰﾄや⑬の3Pで応戦し、49-36安城学園ﾘｰﾄﾞで3P終了。

中川　実優 - - - - -
北川　愛理 17 0 7 3 1
岡田　朋子 0 0 0 0 0 4P　四日市商業は④、⑤の活躍⑪のﾊﾞｽｹﾄｶｳﾝﾄで一気に一点差にまで詰め寄せると④のﾐﾄﾞﾙｼｭｰﾄでついに逆転に成

功する。しかし、安城学園④がすぐに入れ返し譲らない。残り44秒四日市商業④のﾌﾘｰｽﾛｰで63-63の同点となり、その
まま4P終了。延長へ突入。

廣田    愛 3 1 0 0 0
奥山　瑞生 - - - - -
境    奏穂 - - - - - 延長　四日市商業は⑪のﾐﾄﾞﾙｼｭｰﾄ⑥のｺﾞｰﾙ下でﾘｰﾄﾞする。安城学園は④の1対1で得点するも、四日市商業の気迫の

込もったﾃﾞｨﾌｪﾝｽを前に得点が伸びない。四日市商業は相手のｿﾞｰﾝﾌﾟﾚｽにも落ち着いて対処し、④のﾌﾘｰｽﾛｰで得点を
重ね70-65で四日市商業が勝利した。どちらが勝ってもおかしくない好ｹﾞｰﾑであった。

坂　実祐那 - - - - -
浅生　咲香 - -

TEAM/COACH / / / /

- - -
御宿世理香 0 0 0 0 0

選評（文責） 古浦　謙一 記入者 大野　萌子　清水　璃子（浜松湖北高校）TOTAL 72 4 25 10 9
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県立四日市商業
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開始時間 13:20 （岐阜県） （愛知県）
コート コート

第62回東海総合体育大会バスケットボール競技　　会場：浜松アリーナ
【　得点経過　】

女子決勝 TEAM A

試合日 2015年6月21日 岐阜女子
49 59

桜花学園

TEAM A 岐阜女子 （岐阜県）
選手名 PTS 3P

審判（主） 加藤　昌樹
審判（副） 坂井　元直

河合　拓治

2P FT F
村瀬  久美 10 0 5 0 1

田中  陽子 - - - - -
伊藤  里奈 5 1 1 0 1

バイ クンバ ディヤサン 2 0 1 0 0
ディヤイ ファトー 14 0 6 2 2

大橋  瑠菜 7 0 2 3 4
藤田  　歩 11 1 3 2 4

古澤　涼風 - - - - -
大橋  璃菜 - - - - -

齋藤  加奈 - - - - -
石井  香帆 - - - - -

小野  祐紀 - - - - -
垣内  理菜 0 0 0 0 1

玉置  愛理 - - - - -
渡邊  晴名 - - - - -

TOTAL 49 2 18 7 13
TEAM/COACH / / / /

TEAM B 桜花学園 （愛知県） 【　戦　評　】
選手名 PTS 3P 2P FT F １P　東海大会決勝戦、岐阜女子と桜花学園が対戦する。両ﾁｰﾑ共にﾏﾝﾂｰﾏﾝでｽﾀｰﾄする。開始直後、岐阜女子は⑨、④の連続３Pで一

気に流れを引き寄せる。ﾘｽﾞﾑの悪い桜花はﾀｲﾑｱｳﾄを取り、④、⑤の１on１でやり返す。しかし、岐阜女子は⑦がﾃﾞｨﾌｪﾝｽﾘﾊﾞｳﾝﾄﾞやｺﾞｰﾙ
ｼｭｰﾄで体を張り、ｹﾞｰﾑの主導権を渡さない。１Pは岐阜女子のﾍﾟｰｽとなり、岐阜女子18-13桜花で終了。

遠藤　  桐 11 0 4 3 0
矢田　真悠 16 2 3 4 2
内山　未悠 - - - - - ２P　桜花は⑰の３Pと、④のｱｼｽﾄやﾄﾞﾗｲﾌﾞで一気に同点に追いつき、更に④のﾄﾞﾗｲﾌﾞで逆転に成功する。岐阜女子はたまらずﾀｲﾑｱｳﾄを

取るが、流れを変えられず、８分間ﾉｰｺﾞｰﾙとなる。岐阜女子は再びﾀｲﾑｱｳﾄをとり、立て直しを図るが、桜花の堅い守りを攻略することが
できない。桜花は⑤、⑰が3Pを沈めて点差を広げ、２Pは岐阜女子21-30桜花となり、桜花がｹﾞｰﾑの主導権を奪い直した。

藤本　愛妃 - - - - -
馬瓜 ステファニー 14 0 6 2 4

齋藤　彩実 - - - - - ３P　両ﾁｰﾑ共にﾏﾝﾂｰﾏﾝﾃﾞｨﾌｪﾝｽを継続する。岐阜女子⑦がｺﾞｰﾙｼｭｰﾄを決めると、桜花④がﾊﾞｽｹｯﾄｶｳﾝﾄで応戦するなどしのぎを削る。
桜花⑧がﾄﾞﾗｲﾌﾞを中心に攻撃すると流れが傾きかけるが、岐阜女子⑨のﾄﾞﾗｲﾌﾞ、⑧のｺﾞｰﾙ下で踏んばり、岐阜女子35-桜花で3Pは互角
の戦いとなる。

佐藤　由希 - - - - -
粟津　雪乃 6 0 3 0 3
川口　友香 - - - - -
佐古　瑠美 - - - - -
平野　実月 - - - - -

４Ｐ、岐阜女子は⑩、⑦の連続ﾊﾞｽｹｯﾄｶｳﾝﾄで反撃に出る。すぐさま桜花も⑧ﾊﾞｽｹｯﾄｶｳﾝﾄで⑰の3Pで加点する。岐阜女子の⑦、⑩は果
敢にｵﾌｪﾝｽﾘﾊﾞｳﾝﾄﾞに飛び込みﾁｬﾝｽを繋いでいくが、連続得点には至らず、なかなか点差を縮めることがができない。岐阜女子はDefの
ﾌﾟﾚｯｼｬｰを強めるがﾌｧｳﾙになり、桜花はﾌﾘｰｽﾛｰを落ち着いて確実に決めた。結局岐阜女子49-59桜花となり前半へのﾘｰﾄﾞを守り切っ
た。桜花勝利し、5年連続の東海総体優勝を決めた。

赤木　里帆 - - - - -
梅沢　樹奈 - - - - -
山本　麻衣 12 3

TEAM/COACH / / / /

1 1 0
コナテ カディジャ - - - - -

選評（文責） 安田　大佑 記入者 鈴木斗亜　鈴木優佳　田邊裕子　増田理沙(袋井商)TOTAL 59 5 17 10 9
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